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例言

1.本書は、丸亀市が平成 23年度国庫補助事業として実施した丸亀市内遺跡発掘調蚕概要報

告書である。

2，今回の遺跡発掘調査は、飯山町西坂元字山ノ越地区、飯山北土居遺跡;， ) I関町北字窃粕屋

地区、郡朝1字下芳地区 (2箇開、中の池遺跡 (2箇開、綾歌町観題字沖地区、田榊I字

池の下地区、君陽羽T宇辻地区、土器町東七丁目地区、綾歌町宮熊字宮ノ前地区、三知1宇黒

嶋地区、国村町宇巴問地区、川西町沼津線来・中方地区、飯山町下法軍寺字西原地区、土器

町西四丁目地区、山北町写袖田地区、割弱担T字堀氏地区 (2筒開、割陽町字八幡土地区、枠

原町字上期袖区の 22地区を対象とした。

3， 調査主体は、丸亀市教育委員会である。

4，飯山町西坂元学山ノ越地区、川西町ヰ悌齢層地区、郡家町字下所地区 (2箇開、田村

町宇池の下地区、綾歌町富貫倖宇宮ノ前地区、三条町字熟鳴地区、川西町北宇初来・中方地区、

飯山町下法箪寺字西原地区、土器町西四丁目地区、山北町字池田地区、割隊問宇;地勝由区(2

箇朗、新陽町字:;~幡品由区、枠原町宇土芳地区の 15箇所で実施した試掘調査及び飯山北土

居遺跡、中のf齢宮跡 (2箇預ηの3箇所で実施した確認調査は丸亀市教育委員会教育者総務

識底穣武司が、綾歌町富熊割中地区、郡朝1竿誕地区、品開東七丁目地区、回榊T字巴岡

地区の4箇所で実施した試掘調査は丸亀市教育委員会教育糊飼鯨東信男が担当して行った。

5， 本書に用いtd盤構表示の略号は.fXのとおりである。

SD・・・溝跡、 Sp.・・柱穴痕、 SK' .・土筑

6，各現場における実担!汲t期謝膨は、調査担当者及t珊査補助員料Tった。

7， 出土遺物及び実測図等の資料整理は、鎌谷周子が行った。

9，本書の事控室・編集近藤が行った。

10，本書の測量図の縮尺は、スケールで表示した。また、方位は世界ìl!~地系による方位(T.N.)

及び稽斜じ(MN.)で表示した。

11.本書の断面図に記載してある「土色lは、農林水産省農林水産按術会議事務局監修・財

団法人日本色彩研究所色葉監修問徹標準土色帖2脚年版』による。



12.調査弛の位置を示した挿図については、国土地理院棚ノ図「丸盆(関川口0分の 1)、丸亀

市治討作成した都市計函図 (10.∞o分の 1 平成 18年承認番号第25号)を使用した。

13.現地調査及ひ警捜作業によって作成された原図・トレ}ス図・写真データ及び出土遺物は、

丸亀市教育委員会に収蔵・保管している。
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第I章平成23年度丸亀市内遺跡発掘調査事業概要

丸亀市は、香川県の中央からやや西寄りの海岸に面した位置に所在する。市域のほとんどは

平野部で、丸亀平野の大半を占めている。東出綾鵬酔宇多津町・阿君轍J11町・坂出市、南は仲

多度郡まんのう町・同君開平田丁、西は議量寺市・仲多度割惨度樟町、北には瀬戸内海が面し、

岡山県倉敷市が対面している。

丸亀市の所在する丸亀平野は、県下最高峰の竜王山 (1059目9m)と第二の高峰大)11山(1042.9

m)の山聞に源を発する土器)11を主に、東から大束川、土器jll、金倉川、弘田)111こよって形成

された緩扇状地・氾濫原と沖積平野からなる県下最大規模の平野である。

昭和 57年度から開始された四国横断自動車道建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査で多くの

遺跡が発見されたことによって、丸亀市内域における歴史的環境が飛醸的に解明されてきた。

近年においても、丸亀平野の各地で国道バイパス建設工事などの大規旗開発事業に先立つ発

掘調査が積極的に行われており、徐々に埋蔵文化財の分制概等に関するデータが充実してき

ている。

また、これらの情報を公開活用することによって文化財保護に関する啓発が効騨位行われ

ている。

このような背景の中、民間企業射個人による大小規漢の開猪も活発に行われている。その対

象地が周知の埋蔵文化財包膨車内である、または、隣接・近接する場合、周辺を含めて調査事

例がなく埋蔵文化財の所在の有無が全く不明な地域である場合には、埋蔵文化財の適切な保護

を図るための資料を得るべく試掘調査・確認調査を積極的に実施している。

これらの事業を実施するにあたり、旧飯山町では平成3年度以降、旧丸亀市では平成4年度

以降、また旧綾歌町では平成8年度以降国庫及び県補助金を充てている。今年度についても同

事業を継続して実指することとしたが補助金については国庫のみを充てたD

国庫補助金については、平成23年2月 14日付け22教文第217号で交付申請を提紺し、平

成 23年4月1日付け23教生文第1196号で交付決定を受けた。

また、事業量の朝日に伴い、平成23年8月鉛日付け23教総第251号で計醸吏承認申請

を提出し、平成23年 10月7日付け23教生文第10545号で交付決定変強酸日を受けた。

今年度については、試掘調査を 19件、確認調査を3件、計22件の調査を実施した。

試掘調査は、飯山町西坂元字山ノi陵地区、川西町ヰ院議胎屋地区、君陽顎T字下芳純区2箇所、

綾歌町宮熊宇沖地区、田村町守袖の下地区、郡家町字誕生也区、土器町東七丁目地区、綾歌町宮

熊字宮ノ前地区、三条町宇黒嶋地区、田村町宇巴団地区、川西町宵字書耳来・字中方地区、飯山

町下法箪寺字西原地区、土器町商四丁目地区、山北町竿袖田地区、郡家町字地頭地区 2箇所、

罰陽刻字八幡H也区及て榊原町字上所地区の 19箇所で実施したロ

飯山町西坂元字山ノ越地区試掘調査は、携帯離置基地局の建設に伴い実施したものである。

開発面積は狭小であったが、周辺に古墳等多くの遺跡が所在することから試掘調査の実施に至

ったものである。

川西町北端蹄屋地区試掘調査、郡朝I字下芳袖区試掘調査2箇所、田村町宇袖の下地区試
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掘調査、郡家町明瑚区試掘調査、土器町東七丁目地区試掘調査、綾歌町齢層字宮ノ前地医試

掘調査、三条町字鳥鳴地区試掘調査、田村町字巴田地区試掘調査、川西町南字剣来・字中方地

区試掘調査、飯山町下法軍寺字西原地区試掘調査、卦伊団四丁目地区試掘調査、山北町明也

回地区試掘調査、君臨町字八幡上地区試掘調査及E榊原町宇却任地区試掘調査の 15件は宅地

分譲建設に伴い実施したものである。いずれも開発面積が広大であること及び周辺の師舛蹴

及び周知の埋蔵文化財包蔵状況などから試掘調査の実施に至ったものであるo

綾歌町朝鮮沖地区試掘調査は、露天駐車湯建設に伴い実施したものである。これは計画面

積が広大であること及び隣酔血に行末商遺跡の所在があることから実施に至ったものである。

郡家町竿帯当地区試掘調査は、 2件共に公共施設の建設に伴い実施したものである。

これら 19件の調査を実施した結果、川西町北鴇給屋地区において『御台屋担割跡』が、

君陽拘字下掛血区の2筒所において間稼下鴨跡』が、綾歌町宮熊期中地区において F行末

首遺跡』が、綾脚T富熊字宮/前地区において『宮ノ前遺跡』が、田村町字巴田地区において

『田村巴田遺跡』が、君隠羽T字地頭地区の1箇所で『郡家地頭遺跡』が、務場町字八幡上地区

において『郡家八幡上遺跡』が、枠原町字上所地区において『株尿と芳遺跡』がそれぞれ苑見

されTら

発見された遺跡は、民鍛的遺構密度が高く、地域の歴史資料として貴重なものであり、今後

の保護措置が必要であるとの判断に至ったことから周知の埋蔵文化財包勝世に登録されること

になった。

確認調査は、飯山町111原字北土居の飯山北土居遺跡及び金倉町写猶上の中の池遺跡2箇所を

対象に実施した。

飯山北土居遺跡確認調査は、包勝世の範囲内で唐織駐車場の建設が計爾されたことに伴い実

施したものである。

中の池遺跡確認調査は2件共丸亀市が計画する野球場建設に伴い遺跡の保護範囲を決定する

ために実施したものである。

これらの調査を実路すること、また、調査で得られた資料を基に、それぞれの事業者左協議

しながら事業を進めることで、埋蔵文化財の適切な保護を図ることができた。

これらの調査結果は、今後丸亀市内で計画される開発などの際、文化財楳議に活用したい。

以上、丸亀市内で計画された22件の事業に伴う試掘、確認調査を実施した。

平成23年度の丸亀市内遺跡発掘調査事業は、平成23年4月 1日から平成24年 3月 30日

に終了した。

尚、今回の事業概要報告については、上記 22飯山町西坂元宇山ノ越地区試掘調査、飯山北

土居遺蹴確認調査、川西町粧持街古屋地区試掘調査及て舟陽町字下}允地区試鮪調査の4件を対

象にそ¢概要を報告する。
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3.調査の概要

調査トレンチは、遺跡の範囲を確認するために推忠也の外周付近及び内部の状況を確認する

ために内側に設定した。

尚、 78番については住宅が建っていたため、トレンチを設定することができなかった。

以下トレンチ毎の状況を報告する。

Iトレンチ1]

幅0.9m、延長且5mを測る。

耕作土中から土師質土器片方淑取される。耕作土下には1O~2伽n厚の欝蝿が認められ、

その下層は遅幾層となる。慎重に観察を行ったが遺構の検出は認められない。

Iトレンチ2]

幅 1m、延長7.9mを測る。

耕作土中から須恵器片が採取される。耕作土下には2ト 25cm厚の艶輔が認められ、その

下層は基盤層となる。慎重に観療を行ったが遺構の検出は認められない。

Iトレンチ3]

幅 1皿、延長 16.7血を測る。

耕作土直下に 1ト 2加 n厚の整制冨が認められ、その下層が基準層左なる。

トレンチ南柑サ近で東西輸の溝跡(遺構01)を検出する。遺構01の検出面は整細書上面で

ある。遺構01は東西軸で天幅3.2盟、深さ 1加を測る。遺構01の埋土観劇肉兄から欄寸する

と、常時水流があったようには思えず、どちらかというと水濠状に溜まっていたものと思える

ことから、潜概用水路とは考え難:lt¥

遺構01の埋土からは、土師質土器片、須恵器片が出土している。また、下層部及。稽接面に

沿うように木片が多く出土している。

トレンチ北郊で小土坑鍾捕02)を検出した。掘削後の精査中に発見したため、遺構検出面

が不明確である。また、遺物の出土がなかったことそ4塞続する遺構も認められないことから、

詳細は不明である。

Iトレンチ4]

幅O.加、延長6.8皿欄uる。
表土である水田耕作土中から土師質土器片を採取したが、下の遺構に伴うものであるかどう

かは不明である。

耕作土直下に約3加 n厚の整地層が認められ、その下層が基盤!曹となる。

整地層上面を遺構検出面とする溝跡舗構01)を検出した。遺構01は南北軸で、天幅4畑、

深さ 0.3m以上を測る。埋土から潰物の出土は認められなかった。
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Iトレンチ5]

幅O畑、延長6.7m捌 uる。
耕作土直下に 1ト 2伽 n厚の整旭蓄が認められ、その下層が基準j嘗となる。

整地層上面を遺構検出面とする溝跡簿鱒01)を検出した。遺構01は南北軸で、天幅3.3血、

深さ白金n以上を測る。埋土から土師質土器片が出土している。

Iトレンチ6]

幅o.加、延長20.5皿を測る。

耕作土直下で 15~2伽n厚の整地層が認められ、その下層が基盤層となる。

トレンチ北端付近で溝跡舗騰01)を検出した。遺構01は南北軸で、天幅3.6:盟、深さ1.5m

を測る。埋土から須恵器片、土師質土器片が出土している。

トレンチ西部で斜交する溝跡鍾捕02)を検出した。遺構02出虚構01と同一検出面である。

Iトレンチ7]

幅 1m、延長 10.3皿を測る。

耕作土直下で約 15cm厚の整地層が認められ、その下層が基調麗となる。

トレンチ西半部で南北軸の潜跡鑓糟01)を検出した。遺構01は南北織で、天幅2.Om、深

さ0血 n以上を測る。埋土から遺物の出土民認められなかった。

Iトレンチ8]

幅0加、延長 12.2mを測る。

耕作土直下で厚さの不均一な整地層が認められ、その下層が基準局となる。基盤j曹は、北に

下る勾配を持っており、トレンチ南端では護地層が認められなかった。

トレンチ南部で東西軸の溝跡鍾捕凶)を検出した。遺構検出面は、整地層上面である。遺

構 02は天幅3.3皿、深さ 10.5mを測る。埋土から土師質土器片、須恵器片が出土している。ま

た、トレンチ3で検出した溝跡健機01)同様木片が多く出土している。出土した木片は按伏

のものが多く、溝壁面で析米の木材も見られた。

トレンチ南半部で遺構02を切る溝跡伐輔01)を検出した。南北軸からや欄交しており、

漬物の出土ば認められなかった。

Iトレンチ9]

幅 0.7~l.lm、延長 18.8m を測る。

耕作土直下で 1ト 2加 n厚の整凶曹が認められ、その下層が基盤面となる。

トレンチ東端で溝跡鍾構01)を検出した。遺構検出面は、耕作土直下である。遺構01は

南北軸で、天幅1.1血、深さ 0.4皿以上を測る。遺構01の埋土から遺物の出土防認められなか

った。

トレンチの中央からやや東寄りで制抽の溝跡鍾糟02)を検出した。遺構検出面は整地層

中であり、遺構01の検出面よりは1層下となる。遺構021土天幅2目金n、深さ 0.3皿を測り、埋
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今回の調査によって『飯山北土居遺跡』の一部についてではあるが、遺構の状況を確認オる

ことができた。調査の結果は、これまでの各種調査によって誰健してきた飯山北土居遺跡の範

囲を裏付けるものであったことから包蔵地の範囲については、変更することなし今後引き続

き保護措置を誘じる必要があると考えられた。ただし、掘削を行った範囲についての保護措置

は完了した。

調査後、 トレンチは埋め戻し原状に復した。

今回の確認調査で得られた成果については、今後、周辺で開発等計商された折に参考資料と

して活用できるものであり、組蛾の学習資源としても活用を図っていきたいと考える。
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3.調査の概要

調査トレンチは、遺跡の所在の有無を確認するために2筆ある園地のそれぞれに十字に設定

した。尚、南側の 1528番 1には東辺部の状況を確認するため、更に2箇所の調査トレンチを

設定した。

以下トレンチ毎の状況を報告する。

Iトレンチ1]

幅O.街n、延長 12.3mを測る。

南側園地の中央西半部に東西軸で設定した。床土直下が蓮幾層である。慎重に観察を行った

が遺構の検出は無かった。遺物の出土も認められない。

Iトレンチ2]

幅O.9m、延長 15.5mを測る。

南側園地の中央東半部に東西軸で設定した。トレンチ東滞榔で東に下る地研修償措01)を確

認するが、東に掘り進めることができない為、溝であるか地形の落ちであるかの確認はできな

b、D
遺構01の壊土から須恵器片が出土している。

Iトレンチ3]

幅0白n、延長25.3mを測る。

南側園地の中央に南北軸で設怠耕作土直下で基盤層地溝められることから、開盤時に削平

を受けていることが読み臨もる。

第 20 図に示す土坑4基鑓捕 02~05) を検出するが、遺物の包含は認められな凡遺構ω

以外は不定形で小型である。調査範囲が狭小であることから連続性などの詳細については不明

である。埋土の観察状況から、中世に属するものと考えられる。

Iトレンチ4]

幅O.白n、延長5.Omを担uる。
トレンチ2の北側に東西軸で設定した。 トレンチ 2の東端部で検出した遺構01の槻兄を補

足するために設定したものである。

トレンチ2同様、対象地の煎互部間可JIIの堤防となっており、封司であるため掘削可能範囲

に制附を受けることとなり遺構01の延長を検出することはできなかった。

しかし、土坑4基活捕06・07・ω・1ω 及び溝跡1条鑓捕ω)を検出した。検出面は、

トレンチ3同様耕作土直下である。遺構08及ぴ遺構 10の埋土から土師器片が出土している。

遺構07と遺構08は切り合いにより、遺構08が先行することが明らかである。また、遺構08

は主軸方向が現在の地割りに斜交している。対象地付近には、条虫剤地割が良好に残存してい

ることからも古代以降の条里制による土地改良を受けていることが明らかであり、それより下
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集落が展開していることが確認されと。

この調査結果をもとに検討した結果、今回調査した範囲は、全域を『樹台屋樹齢制として

保護措置を講ずることが適当であるとの結果に至り、周知の埋蔵文化財包蔵地として登録を行

ったo

調査後、 トレンチは埋め戻し原状に復した。

今回の磯認調査で得られた成果については、今後、周辺で開発等計画された折に参考資料と

して活用できるものであり、地域の学習資源としても活用を図っていきたいと考える。
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郡家町字下所地区
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ンターから人材を摘してもらった。調査の指揮及欄l濫等は丸亀市教育委員会教育轍儲鱒

文化財煤謝ー当近藤武司、谷口梢、鎌谷周子及。常事永多佳子が行った。

確認識査は、平成 23年4月 25 日 ~28 日にカ斗7て実施し、実働鰯間は4 日間であった。

3.調査の概要

調査トレンチは、対象地内の間地~犬等を考慮し、対象地企域を 1 区画として考えて設定し

た。東西軸は中央に、南北勅は西部、中央部、東部のそれぞれに設定した。

以下トレンチ毎の状況を報告する。

Iトレンチ11

幅0.8m、延長 15.金nを測る。

対象地西部の北半部に南北軸で設定した。 トレンチ中央付近で土筑 1基伐輔03)、溝跡2

条侃輔04・(6)を検出した。遺構04と遺構備は切り合っており遺構04が先行するが、い

す"tLも現在の雄掴jに対して斜交してし、る。

遺構面の上位層からの遺物の出土は少量あったが、遺構に伴う遺物は無かった。溝跡は古代

の条里帯j樹子以前のものと恩われるが、土坑については詳細は不明である。

遺構検出面は、北J寸安やかに下る。

Iトレンチ21

幅0.8m、延長 16.臼nを測る。

対象地西部の南半部に南北軸で設定した。 トレンチ 1より遺構検出面が浅くなる。検出した

遺構は、トレンチ南端の壁面観察による土坑 1基のみであり、土坑からの漬物の出土も無く詳

細は不明である固

Iトレンチ31
幅0.8m、延長6.5mを測る。

対象地西端部の中央に東西軸で設定した。耕作土直下に薄い整地層があり、その下面が基盤

層となるが遺構・遺物共に認められない。

Iトレンチ4]

幅0.8m、延長 13.Omを測る。

トレンチ3の東側に東西軸で設定した。土層序は、トレンチ3同様であるが、基盤層に変化

が見られる(断面図 4層)ロ遺構である可能性も考えたが、土層観察から地山であるとの判断に

至った。基盤層上位層から少量の遺物が出土している。
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Iトレンチ5]

幅0.8m、延長 15.5mを測る。

トレンチ4の東側に東西軸で設定した。 トレンチ西半部で、 トレンチに直交する溝跡を2条

検出した。

遺構からの遺物の出土はないが、状況から古代~中世に属するものと考えられる。

磁器片・瓦片は、耕作土及E舟岳現代整細書からの出土である。

Iトレンチ61
幅0.8m、延長 14.2mを測る。

対象地中央の南半部に南北勅で設定した日。多くの遺構を検出する。 トレンチ南部で検出した

溝跡鍾捕01)は、現在の地彬に癖佼することから条里に先行するものである可能性がある。

遺物の出土は無かった。

Iトレンチ7]

幅0.8m、延長 14.白nを測る。

対象地中央の北半部に南北軸で、設定した。耕作土下には、幾重もの整地層が認められる。 ト

レンチ北端付近で溝跡を2条検出した。北端のものは、対象地北面に沿ったもので新しい可能

性もある。その南側で全卸移に斜交する溝跡が検出されたが、浅くて詳細については不明である

が、他の溝と同様条皇に先行するものである可能性もある。

包含層からは、須恵器片及び土師質土器片が出土している。

Iトレンチ81

幅0.8m、延長 17.5mを測る。

対象地賠日の北半部に南北勅で設定した。雪量糊曹がかなり厚いこ!::から、元々は封勝が東に

下っていたものと考えられる。

包含層から多くの遺物が出土したが、遺構ば認められなかった。

Iトレンチ9]

幅0.8m、延長24.5mを測る。

対象地中央の東端部に東西軸で設定した。船出層の状況から地形が東に下っていることが読

み酎もる。

トレンチ西端部で溝跡を 3条〔遺構 01~03) 検出した白包含層及ひ漣構 01 の埋土からは須

恵器片及び土師質士岩片が出土している。 3条共に現恋の地研修に対応していることから、条里

以降のものと考えられるロ

Iトレンチ10]

幅0.8m、延長 17.5mを測る。

対象地東部の南半部に南北勅で設定しむ耕作土直下で齢、整地層が認められる。状況から
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第VI章まとめ

丸亀市では、旧飯山町においては平成3年度に飯山町内遺跡発掘調査事業を実施した。また、

旧丸亀市においては平成4年度から、旧綾歌町においては平成8年度から国庫及び県費補助を

受けて丸亀市内遺跡発掘調査事業及び綾歌町内発掘調査事業を継続的に実施してきた。

平成17年3月22日に旧丸亀市、綾脚丁、飯山町が合併し、新しい丸亀市が誕生した。新し

い丸亀市では、当該事業を実施して市内の文化財保護に努めている。現在においても開発事業

は更に増力凶頃向にあり、国庫補助を有効に活用して実施しているものである。

平成 23年度の調査については、飯山町商坂元宇山ノ越地区では携帯電話基地局建設に伴う

試掘調査、飯山北土居遺跡で出者舗駐車場建設に伴う確認調資、 )11西町';[t'持際古屋地区では宅

金粉穣建設について伴う猷掘調査、郡家町字下府出区では宅地分譲建設に伴う試掘調査を2箇

所、中の池遺跡では公立野球場建設に伴う確認調査を2箇所、綾歌町宮熊判糊区では露天駐

車場建設に伴う試掘調査、田村町字池の下地区では宅地分譲建設に伴う試掘調査、君陽刻字社

地区では宅地分譲建設に伴う試掘調査、君備前字下芳袖区では宅地分譲建設に伴う試掘調査を

2箇所、卦苦町東七丁目地区では型船殻建設に伴う試掘調査、綾歌町宮熊字宮ノ前地区では

宅地分譲建設に伴う試掘調査、三条町字割高地区では宅掛端建設に伴う試掘調査、国榊T字

巴岡地区では宅地分穣建設に伴う試掘調査、川西町甫字錫来・字中方地区では宅地分譲建設に

伴う試掘調査、飯山町下法箪寺字西原地区では宅地分譲建設に伴う誤湖親査、土器町酋四丁目

地区では宅地分譲建設伴う試掘調査、山北町字池田地区では宅地分譲建設に伴う試掘言監査、郡

朝 1字地頭地区では公立学校施設建設に伴う試掘調査を2箇所、郡家町字八幡上地区では宅地

分譲建設に伴う試掘調査及て榊原町字上郡由区では宅地分譲建設に伴う試掘調査の 22件の調

査を実施した。

このうち、飯山町西坂元字山ノ蹴出区試掘調査、飯山北土居遺跡確認調査、川西町ヰ佐繍治

居由区試掘調査及E周濠買I字下芳地区試掘調査の4件の調査成果を本書に掲載した白

飯山町西坂元字山ノi越地区設掘調査では、弥生土器片などの出土がみられるものの、出土層

位が全て上位からの流入土でその下面に遺構の所在も考えられなかったことから、埋蔵文化財

包蔵地としての保護措置は不要と判断した。

飯山北土居遺跡確認調査では、飯山北土居遺跡に比定されている範囲の南東部で開発が計画

されたことによりトレンチ調査を実施した結果、地割に対応した大型溝が確認された。状況か

ら飯山北土居遺跡の外濠の一部であると考えられる。

川西町北戸持陵台屋地区試掘調査では、多くの溝跡や土坑を検出した。土器片が集中して出土

する部分もあることから、保護措置が必要と判断し、『鍛治屋北遡跡』として登録した。

郡家町字下肺也区試掘調査では、対象地全域こ土坑ヰ潜跡の分布が認められた。溝跡の観察

状況から条里糊桁前後の状況が確認できるととなどから保護措置を講じることが適当である

と判断し、『郡嫁下芳晴跡』の範囲に追加登録することとした。

以上が、本書に掲載した4箇所の調蚕概要である。

これらの4調査問トの 18調査の概要を簡潔に述べると、中の池遺跡で実施した2件の確認
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調査では、条皇に関する蹴嘗構が集中するIR域と弥生時代の環濠なEの分布ω するIR域とに灰分

することができた。条里滑については位置確認をしたことて市穏輯昔置が完了したため、弥生遺

構について、発掘調査の対象とするよう開発部局との協議に入った。

綾歌町朝鮮沖地区試掘調査では、隣俊する行末西潰跡と関連付けられる遺跡の分布を確認

したことから、計画地の一部を行末西遺跡に追加して保護措置を講じることとした。

田村町明也の下地区試掘調査では、後世の撹乱を大きく受けており、ほとんr遺構等の検出

がなかった。僅均斗こ検出したものは近現代に属するものと考えられたため、保護措置不要と判

断した。

郡家町でお卦血区試掘調査では、僅カヰこ溝跡の検出を見たが、他に土坑などが伴わず密度とし

て希薄であることから保護措置不要と判断した。

郡家町字下掛由区試掘調査では、対象地錦官で議跡や士坑が検出されたため、郡家下珊赫

として保護措置を講じることとした。

土器国1東七丁目地区試掘調査では、対象地全域が士議，)1日日濫源であることが確認されたため

保護措置不要と判断した。

綾歌町富熊字宮ノ前地区試掘調査では、古墳時代以降に属する溝跡が集中して確認されたた

め、宮ノ前遺跡として保護措置を講じることとした。

三条町字鳥l島地区試掘調査では、機跡の検出があったが、非常に希薄であることから保護措

置不要と判断した。

田村町字巴田地区試掘調査では、新生土擦を多く包含する溝湖持唯シてを検出したため、田村

巴回遺跡として保選砂酎置を講じることとしTぉ

川西町南字銅来・字中方地区試掘調査では、部分的に溝跡を検出したものの、散漫であり保

護措置不要と判断した。

飯山町下法軍寺宇西原地区幸蝿調査では、 1箇所で落ち地形を確認したが、溝跡などの遺構

であるとの特定ができなかったため保護措置不要と判断した。

卦割了西四丁目地区春樹調査では、遺構の検出が無かったことから保護措置不要と判断した。

山北町字池田地区試掘調査では、小型土坑の検出があったものの、全榊今に自IJ平を受けてお

り遺構の残存状況が惑いことから保護措置不要と判断した。

郡家町字却額地区試掘調査は 2件実施しており、その内 1箇所では大型の溝跡を検出した。

条里以前の遺構であることから郡家地頭遺跡として保護措置を講じることとしたロもう 1箇所

については、以前建っていtd書偽による撹乱を大きく受けており、遺構の所在を確認するに至

らなかったことから保護措置不要と判断した。

郡家町字八幡上地区詐糊調査では、多くの溝跡と多量の土器片を検出したことから郡家八幡

上遺跡として保護措置を講じることとした。

枠原町字上開世区試掘調査では、対象地全域で多くの溝勝や土坑を検出したことから枠原上

芳活掛として保護措置を講じることとした。

以上、平成 23年度は22件の調査を対象に丸亀市内濃跡発掘調査事業を実施した。それによ

り、新たに6遺跡を発見し、 3箇所で2遺跡を追加することができた。また、周知の埋蔵文化

財包蔵地においても確認調査を実権することにより貴重な資料を得ることができた。
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頁 数
例同'目次等 l 本 主 挿 図 l 表 図 版 l 総 頁

10貰| 60貰 28点| 4点| 121点| 70頁

ず収適正弘.3世ぱ為 歳~地 コ ド
北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

市町村 遺跡番号 (nl) 

議官好詰装!完掌百 議.~腎詰鼓完 37202 340 16' 4.56 1330 50' 446 20110411 4.0 携帯電話基地

3議品定 号E古3越 ~ 局建設

20110414 

首脳E論議議 数11W折原 340 15' 57.3' 1330 51' 4' 20110516 120.7 脂綿駐車場建

号ZXi卓 ~ 
設

20110520 

711背可~~掌畿洛畠 JN1荷i'iàT~Ë 37202 340 16' 22.96 1330 49' 24.56 20110418 70.0 宅地分譲建設

品定 掌&治産 ~ 
[~主治it結論獄1 20110422 

議蒙好与f予梯品企 議蒙好 37202 340 14' 43.3' 1330 48' 55.2' 20110425 109.0 宅地分譲建設

[m吉正予誠治議I ヂ予競 ~ 
20110428 

所収遺跡・地区名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

議官好 E古家!詩草笛 無し 土師質土器片 上位からの流入土に土器片的

3議品企
包含は認められるが、遺構の分

布は無かった。

骸世話主義樹 城館跡 古代~中世 溝跡、士坑 士師質土器丹、須恵器片、 平地域館の外周を e~まく外

木片
濠の 部を確認することがで

きた。

?11官官~e 掌&品産 集落跡 古代以前~ 構跡、土坑 土師質土器片、須恵器片 多くのニヒ坑などを検出したた

品定 中世
め、包蔵地としての登録を行っ

[~量治i~til草1 tt。

ij蒙針寺5予按品定 集落跡 古代以前~ 溝跡、土坑 土師質土器片、須恵器片 多くの土坑などを検出したた

[m袋干旨liiIlll;I 中世
め、包蔵地としての整録を行っ

た。

本迎今問で禍こ4書略何の債き闘は発輔内たを揚等需で川丸か関こしちあ一叫町た委るらる報省闘と告全四よkこ骨対れしり1:で酬なら闘叩あっ泊4tるは闘暗は一民針『の…に聞内回か案5附ら歯闘す『糧助る事は事と周文業』と酬知ζJJをを貯岬よししのてりた雌師一ヲ卜も惜一文の化時しで財たあ団毎325M2知回同地区そ酬の『町取時でり、のて扱下ー計叩い吋闘にでつあい金てっ/:聞の』し哨闘叩、会周を 酬 した出

内
のあった地区の

包昔| 辺の埋蔵文化財

を確認すること
要約 が 登録を行い、保

議置講

飯山北土居該遺事実跡撞業内で実摘し有た者よ確行意り認義つ、周調士で知査あものでのる埋はのと蔵考、内文外え4化様簡ら財れの所包一るの蔵部。試地掘を外確調に認査おす概い要るてこを新掲と主が載にでし遺きた跡た。の。以上当 により調査
当該事財業をすることに 包蔵状況が確認できることは、今

後の文化保護行政において
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